
2023年度 責任投資の取組方針

ESG投融資 スチュワードシップ活動

 企業の存在意義（パーパス）や経営理念とビジネスモ
デルの一貫性を確認しつつ課題を共有

 「人的資本」や「知的財産」への投資を含む中長期的な
投資戦略、地政学リスクや「ウィズ/アフター・コロナ」など
外部環境を踏まえたサステナブルな経営戦略を見極め

 「サイバーセキュリティ」に関する企業の対応状況の確認

 経営戦略に関するエンゲージメントの深掘り

 中期目標達成に向けたESGテーマ型投融資の推進
 発行体に対する対話を通じたインパクト開示の促進

 当社における重点ESGテーマ（気候変動対応、自然資
本の持続可能性向上、人権尊重・ダイバーシティ推進、
人的資本への投資等）に対するリサーチの深堀

 アセット毎の特性を踏まえた全資産へのESGインテグレー
ション高度化取組の継続

 ESGリサーチ＆インテグレーション体制の高度化

 ESG投融資によるポジティブ・インパクト創出

国内外のイニシアティブへの参画を通じた責任投資の推進

 ポートフォリオのGHG排出量モニタリング体制の高度化
 グリーン、トランジション、インパクト・ファイナンス等、脱

炭素に向けた取組を支援する気候変動問題ソリューション
投融資を積極的に推進

 気候変動問題解決に向けた取組推進

 気候変動エンゲージメントの強化

 GFANZやネットゼロAOAなどの国際的なイニシアティブへの参画・
貢献を通じて、気候変動等のグローバル課題の解決に寄与

 協働エンゲージメントへ積極的に参画し、企業への影響力を発揮

 GHG排出量上位50社の投融資先に対して、2050年
ネットゼロ達成に向けた適切なロードマップの策定を促進

 重要課題解決に向けたエンゲージメント

 ESGテーマに対するリサーチ結果等を踏まえて、重点企業
についてはエンゲージメントテーマに組み込むなど、企業の
重要課題の特定・解決に向けたエンゲージメント手法の
改善を継続


